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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第３部会（第１回） 

 

■開催日時：令和７年８月７日（木）10:00～12：00 

 

■開催場所：福井市役所 本館８階 第８会議室ＡＢ 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまより福井市総合計画審議会専門部会第３部会の１回目

の会合を開催いたします。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、どうぞご覧ください。私が前文

を朗読しますので、引き続き１番からご唱和をお願いします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様におかれましては、公私ともご多忙ところご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 

２．あいさつ 

○司  会 

 それでは、開会に当たり、総合政策課長からご挨拶を申し上げます。 

○総合政策課課長 

 審議委員の皆様におかれましては、先ほど言いましたが公私ともお忙しいところご出席をいただき、

ありがとうございます。 

 本日からの部会では、委員の皆様方に第九次福井市総合計画について分野ごとにご審議してい

ただくことになります。全体会でも申し上げましたが、今回の総合計画は、委員の皆様をはじめといた

しまして、これまで以上に市民の方々の意見を取り入れながら市民と共につくり上げていく計画にし

たいと考えております。委員の皆様方がそれぞれのお立場から活発な意見交換をすることで、総合計

画が本市の５年後、10年後の明るい未来に向けた計画になるものと考えております。本日はよろしく

お願いします。 

○司  会 

 次に、南保部会長からご挨拶を頂戴したいと思います。よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 では、南保から一言だけご挨拶申し上げます。 

 今日はお忙しい中ご参集いただき、誠にありがとうございます。今、なかなか世の中のほうを振り返

ってみますと、政治、経済が非常に難しい局面にあるような気がします。特に経済のほうがトランプ関

税とか、あるいは物価高とか、いろんな問題が山積しております。それを国とどう対応しながらこれか

らいくかといった重要な課題だと思ってます。その中で、この第３部会は特に私は重要だと思っていま
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すんで、委員の皆様方の忌憚のないご発言をいただきながら、今日の会議を円滑に進めてまいりた

いと存じますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○司  会 

 南保部会長ありがとうございました。 

 

３．委員自己紹介（略） 

 

４．副部会長の指名について 

○司  会 

 次に、副部会長の指名に移ります。 

 福井市総合計画審議会設置条例では、副部会長は部会長があらかじめ指名することとされており

ますので、部会長に副部会長の指名をお願いしたいと存じます。 

○部会長 

 では、ここから着座にて進めてまいりたいと思います。 

 今、副部会長の指名ということなんですが、岩崎委員に副部会長をお願いしたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 では、ご承認いただいたということで、よろしくお願いいたします。 

○司  会 

 ありがとうございました。 

 それでは、以後の議事進行は南保部会長にお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

５．議事 

○部会長 

 それでは、ただいまから議事に入ります。 

 まず、資料５をご覧いただきたいと思います。 

 この第３部会では、分野３のしごと・地域資源の政策及び施策について審議いたします。 

 第３部会で審議をする内容は、政策10の農林水産業に関する政策、政策11の商工業に関する政

策、政策12の観光に関する政策、13、地域資源に関する政策、以上の４つとなっております。 

 部会の進め方につきましては、先日の全体会で事務局から説明があったとおり、全３回の専門部会

のうち、まず第１回では原案として示された政策を基に委員からご意見を伺います。第２回では、第１

回までの意見等を基に作成された施策についてご意見を伺い、第３回では各委員からのご意見を

踏まえた修正内容について確認いただくといった流れで進めていきたいと存じます。 

 先日の全体会においても、本部会の内容に関わる意見なども結構多かったと思いますので、そのよ

うな意見も参考にしながらご審議いただけたらと思います。 

 本日の資料にも、これまで事務局が実施してきた意見交換などを通じて出された意見や、社会情

勢の変化を踏まえ設定したキーワードなどもお示しいただいているようですので、参考にしながら進

めてまいりたいと存じます。 

 なお、審議に当たっては、委員からのご意見をできるだけ多くいただきたいので、事務局からの説明
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は簡潔によろしくお願いいたします。 

 

（１）政策10「農林水産業に関する政策」について 

○部会長 

 それでは、本日の審議を始めます。 

 事務局からご説明のほうをよろしくお願いをします。 

○事務局 

 それでは、政策10について説明させていただきます。 

 「農林水産業に関する政策」を説明させていただきます。 

 資料６－３、１ページをお願いいたします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 本市の農林水産業を取り巻く環境は、生産者の高齢化や後継者不足による担い手の減少が深刻

化しています。そのため、担い手の確保、育成、経営の安定化などの取組による持続可能な農林水産

業のさらなる推進が求められています。 

 北陸新幹線福井開業などにより、農林水産業や食を全国にＰＲする機会が訪れていることから、情

報発信や販路の開拓、拡大の取組を強化することが重要になります。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 66ページ、農業産出額の推移、農家数をご覧ください。 

 左側のグラフは、本市の農業産出額の推移を表しており、令和４年から５年にかけて増加傾向にあ

ります。 

 右側のグラフは、本市の農家数の推移を表しており、令和２年は平成22年と比べると約40％減少

しております。 

 次に、68ページ、漁業の状況をご覧ください。 

 左側のグラフは、本市の基幹的漁業従事者の年齢階層の推移を表しております。折れ線グラフが

高齢化率、棒グラフが従事者数を表しております。令和５年度に従事者は微増しましたが、高齢化率

は上昇しております。 

 右側のグラフは、本市の魚種別漁獲量の推移を表しており、平成20年と30年を比べると、全ての

魚種において漁獲量が減少しております。 

 続きまして、70ページ、森林組合作業班員、森林整備面積の推移をご覧ください。 

 左側のグラフが、本市森林組合の作業班員の推移を表しております。周辺森林組合との合併など

により増加しましたが、若い世代の作業班員の獲得が課題となっております。 

 右側のグラフは、本市の森林整備面積の推移を表しており、オレンジと黄色の折れ線で表している

主伐面積と造林面積が増加しており、資源の循環利用が図られております。 

 資料戻りまして、資料６－３、２ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「農林水産業に関する政策」では、未来を切り開くたくましい農林水産業の町をつ

くることを目標といたします。 

 具体的な内容につきましては、農林水産物のブランド力向上、新たなマーケティングや販路の開拓

を進め、農林水産業の振興を図ります。さらに、農山漁村の環境を守り、持続可能な農林水産業の

発展につなげます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 キーワードについては、市民からいただいた意見や社会情勢の変化を踏まえ設定しております。 
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 まずは、食料・農業・農村基本法の改正に基づく食料の安定供給です。 

 改正法では、世界の食料需給の変動や地球温暖化の進行などを踏まえ、国内の農業生産の増大

を図ることを基本とし、輸入などを適切に組み合わせ、食料の安定供給を確保することとしておりま

す。 

 ２つ目のキーワードは、ブランド力の向上及び高付加価値化です。 

 農林水産業の振興を図るため、本市農林水産物のブランド力の向上や高付加価値化、販路拡大

など、新たな可能性にチャレンジする必要があります。 

 ３つ目のキーワードは、つくり育てる漁業です。 

 水産資源の維持、安定した漁業収入の確保につなげるため、稚魚、稚貝の放流やこしのさくらます、

ふくいサーモンの養殖など、つくり育てる漁業への取組を支援する必要があります。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきますが、あくまでも一例であり、必ずしも３つ

のキーワードにこだわる必要はございません。ざっくばらんに協議していただき、本日出た意見は、原

案の作成に活用していきたいと考えております。 

 第２回目の専門部会において、施策を含めた原案を提示いたします。ご意見よろしくお願いいたしま

す。 

○部会長 

 ありがとうございました。農林水産業ですね。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様方から意見等をいただきたいと存じます。 

 ではまず、どんな視点からでも結構ですけれども、ご意見あるいは感想をいただきたいのですが、い

かがでございましょうか。 

○委員 

 弊社で２つ農林水産系事業をやっていまして、こちらの食料の安定供給とブランド力の向上と関わ

ってくるのかなと思うんですけども、１つは農福っていう農業と福祉をかけあわせて事業化をやってま

す。これは福井県と行っているんですけれども、実際我々も事業を着手して思ったのは、例えば農業の

人手不足と福祉での働ける場所を探しているというところ。そこを今、新規事業をつくってマッチング

担当のほうをやらせていただいてますけども、結構需要があるんだなという印象を持っています。実

際、毎年３件、事業を新規で作っていますけども、最初の１年目は割とやる気がある、最初から考えた

方がいらっしゃるんですけど、２年目からは農福っていう言葉は知ってたけどやったことがない。そこを

きっかけを与えてあげて、伴走支援をして、新しい事業を立ち上げて、働き手不足を解消するみたい

な、そういった仕掛けづくりっていうのを行うことで安定供給とか新しいブランド力向上、これは生産を

生み出すだけじゃなくて、新しいブランディングというのをやっておりますので。 

 あと、もう一つは、関連会社で坂井市まちづくりセンターという会社でございまして、そこだと坂井市

は米どころなんですけれども、なかなか供給が個人等のお客さんに販売したいっていう事情があった

んで、毎年米フェスというイベントをやっています。こちらは、御飯に合ういろんな飲食店に用意しても

らったそのおかず、それを食べるイベントなんですけども、一応目的としては、そこに来た農家さん、本

当に米農家さんのいろんな方に参加していただいているんですけど、直接契約できる場所をつくっ

て、毎年米農家さんと個人の契約につながったりとか、こういった形で何か農福と今の話の米フェス

も一緒ですけど、また違う、もちろん多分根本的な感じじゃないと思いますけども、小っちゃい試みのソ

フトっていうのを作っていって新しい供給を図っていくっていうのもありかなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

ちょっとお聞きしますけども、これは福井県全体で各地域ごとにまちづくりセンターっていうようなの
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をつくって、事業展開をしていただけるっていう考え方なんですかね。 

○委員 

 福井県のやつは県庁でやってますんで、県全体でやっていますけども、次の米フェスに関しては、ま

ず米どころっていうところがあったんで、地域に合わせた。あわら市まちづくりセンター場っていうのは

フルーツをやっています。フルーツをブランド化しているので。その地域ごとによって特色みたいなのが

あると思いますので、その地域にあるブランドというものをまず見つけて、地域のツールに対して保証

していくっていうのが大事だと思ってます。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 ほか、どうでございますか。 

○委員 

 私も素人なんですけども、このグラフを見ますと農家の数が減少してて、若い人の担い手、後継者が

いないっていうことで、最近スマート農業というような形で合理化、集約化、そういったところも言われ

ていますけども、やはり所得がこれを見ますと300万円以下が90％ということになれば跡を継がな

い、専業でやるのは難しいかなと思いますんで、農家の数が減少しても所得を上げるということをや

っぱりやらないといけない。 

 福井市・福井県については米が中心になろうと思うんですけど、もう少し高く売れるもの、例えばあ

そこの植物工場でやってるところがあって、ハーブをねやって、十二毛作ですよね。毎月生産して高く

売れるという。朝鮮ニンジンとか、高く売れるものをやらないと、さっきの話、差別化とか特性を出さな

いと所得が上がらないと思うんで、そういった研究とかを行政のほうで提案をしてやっていくというの

も大事です。食料自給率とか大きな問題が絡んでくることですので、農業というのを成長戦略という

形で取り上げていく。いろんな支援も必要だと思いますけども、きっかけの支援ですので、やはり農業

をやっててよかったなと思えるようなそういう所得かな、やりがい、そういったものを醸成していかない

といけないかなと思っています。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 先ほどの委員からは事業性の話が出て、事業性には当然所得がという話で、ビジネスですね。希望

というかそういったお話を今、いただいたような気がいたします。どちらも重要なご意見ですし、実際に

生かせるような支援っていうか、事業をやっていかなきゃいけない。そこが一番難しいのかなと思いま

すけども、ほかどうでございましょうか。どんなご意見でも大丈夫です。 

○委員 

 私は、農業には２つの役割があると思います。１つは、やっぱり皆さんおっしゃるように産業として食を

提供するという産業です。もう一つが、を大きく言えば国土保全といいますか、本来は行政が本当は

やらなきゃ駄目な部分を農家の方々が耕作放棄地を増やさないとか、そういった形で維持するという

意味でやってらっしゃったというこの２つがある。これまでは食を無視して、耕作放棄地を増やさないと

か、自然を守るという意味で国土保全、そこの部分にすごく力を注いだ結果、農業の方々に負担がい

ってしまって、どんどんどんどん先ほどもお話ありましたけど、ここだけではやってられない、お金もか

かる、赤字でできないっていうことでどんどんどんどん増えてしまっているということがあったんです

ね。 

 ところが、最近私が見る限り、逆に農家さん、先ほどのデータにもありましたけども、農家数が減るこ

とによって大規模化が図られるということで、これ私は逆にいいことかなと思ってまして、集約されてい

くとか、大規模化されてるということで、産業としては可能性はどんどん出てきていますし、米以外にも
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野菜であるとか果物、そういったふうにどんどんどんどんシフトされていますので、そういった意味では

すごく新しい形ができてきたのかなと思いつつも、まだまだ過渡期なんで、これはやっぱりしっかり行

政が農家の皆さんを応援して、軌道に乗るまではしっかり応援していくという、そういう仕組みづくり

が必要かなと思っております。 

○部会長 

 ありがとうございます。委員のほうも、産業という視点が本当に国土保全だと思うんですけど、重要

な施策であるということで、そこら辺の企てをどう事業と結びつけていくかっていうところが一番重要

なんだなという気がいたします。 

 ほか、どうでございましょうか。 

○委員 

 農業に関しましては、専門と言うと語弊がありますが、そういった関係もございます。今までもお話あ

りましたように、本当にここ10年で農業者は脱離しております。今まで兼業農家で何とかやってたと

いった農家が、ほぼほぼ手を離しておるというような現状でございます。そういった中で、集約もしくは

やる気のある方に集約といった形でございますが、そういった中で１つ弊害があるのが、どうしても圃

場が小さいといったところで、それを整備したいというような中でそれをしようと思うとなかなかお金

がかかりますもんで、じゃあそれに対してどういったふうな行政として手助けをしていただけるのかな

という感じのものが私どもの課題でございます。 

 今まで、先ほどの委員さんのほうからもございましたが、農業を一つの産業という形で捉えた場合

は、どうしてもやはり収入、これを確保できる状態に持っていかなければいけないなというふうに思っ

ているところでございまして、そういった中で、たまたま昨年の米価というものが上がりました。今年度

もまたそれが若干残りますが、これも農政というのは国の施策であっち向け、こっち向けとふらふらと

いった中で今現状ずっとさせられてきて、米価もずっとここ十何年かずっと下がり勾配、今の２万円何

ぼという数字自体は30年前の米価でございます。そこからずっと下がってきて１万円ちょっとといった

ところになって、昨年の米価が２万二、三千円ですか、そういった生産者の売値では２万二、三千円と

いったところだったのが、それまでの感覚ではなく、倍というふうなところにきておりますが、高い、高い

というふうな中、非常に批判を受けているんでありますけど、これは私どもとしては非常に心外な部分

がございまして、米価そのものは下がり、肥料、農薬、燃料費等々はずっと右肩上がり、これでずっと

農家は我慢してきたんです。 

 そういった中で、やはり農業者、兼業農家の方が手を離すというふうな状況がずっと続いてきたわけ

でございますんで、そういった食べ物を、食料自給率も栄養ベース、カロリーベースで38％というそう

いう残念な数字でございます。これを国民の方、市民の皆さんもどういうふうに受け止めていたんか

分かりませんが、日本という国は島国でございまして、輸入すればいいとはいうものの、絶対輸入でき

るという保障はございません。そういった中で、やはり自分たちの食料というようなものについては自

分たちで生産して加工するんだというふうな意識を持たなきゃいけないんだろうなというふうに思って

おりますし、それをまた消費者の方も後押しをしていただけたらなというふうに思うのが今の農業に関

する現状でございます。 

 行政のほうも、今何とか農業を維持している方たちがちょっとこういう風なことをやりたいというふう

なことがあったら、それに対して何らかの手助けをしていただけたらなというふうに思っているところで

ございます。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 じゃあ、そちらの委員、よろしくお願いいたします。 
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○委員 

 ちょっとだけ抽象的な話になるかもしれません。今回の政策10が農林水産業に関する政策というこ

とで、目標とか具体的な内容も基本的には農林水産業の振興とか発展に関する内容かなと思うん

ですけれど、何か単に農林水産業の振興、発展っていうところにこの目標がとどまってしまうのはもっ

たいないかなと思っていて、やっぱり何のためにこの第１次産業っていうものを守っていくかっていうこ

とを考えたときに、それって農家さんのためっていうことももちろんあるんですけど、第１次産業、農林

水産業っていうものが福井っていう町の風景を形づくってきたのかなと思うんです。特に農山村のほ

うです。 

 これは別に福井に限ったことじゃないと思うんですけど、山地であったり海辺の漁師町であったり、

そういったところの風景あるいは文化みたいなところが農林水産業っていうところによってつくられて

きたことを考えると、何か目標の中にもそういう話というか、言葉が入ったほうが、より何かいろんな人

から共感を得られるのかなと思っていて、どうしても農林水産業の振興だけになると、そこに関わって

いる人しか目を向けてくれないというか、興味を持ってくれないかなと思うんですけど、もう少し間口

を広げるというか、入り口を広げる。そういったことを考えると、農業に関してにはそんなに興味はない

けれども、広く環境っていう言葉には興味があるとか、文化っていうところに興味があるっていう人は

すごく多いと思うんですよね。山、山林の環境、森林の環境がどう自分たちの暮らしと関わっているか

とか、あるいは山と海のつながりであったりとか、そういうところに興味を持たれる方って多いかなと思

うんで、何か見え方としての話なんですけど、言ってることは農林水産業の振興でいいと思うんです

が、よりこれを多くの人に届けるためにそれこそ風景の話だったり文化の話だったり環境の話だった

り、そういったところにもちゃんと行政が目を向けて、そこを守っていくために１次産業を振興していき

ますよという話が計画の中で出てくるといいのかなと思って、この計画を見させていただいてました。 

 なので、今の農家さんへの支援はもちろんなんですけど、それ以外にもいろんな入り口をつくるため

の取組、分かんないけど勉強会だったりとか、そういうのを開くとか、あるいは竹本さんがおっしゃって

いたようにほかのルートも手を取ってやっていきますよとか、あるいは委員がおっしゃっていましたけど

も、国土保全みたいな目線で、もう少しそれを伝える機会をつくるとか、もう少し幅広い視点というか

視野で目標というのをみんなでつくっていけると、よりいろんな人が取り込めるのかなというふうに思

いました。 

○部会長 

 大変重要なというか、私たちが留意すべきご意見ですね。 

 実は、福井県っていうのはちょっと古い話になりますけども、継体天皇という方がいらした時分に、

500年代前半ですね。その時分にお米の取れ高が日本一多かったんです。その後だんだんと負けて

いくんですが、そういうふうな歴史もあって、農業が後に早くから根づいたっていうことなんです。私た

ちのプライドでもあるんだろうというふうに思いまして、それを委員のほうは、景観とか環境とか文化と

か歴史とか、そういった観点からの導入も農林水産業を振興するにしても大事だよということでお話

しいただいたような気がします。大変重要な視点であると思いますので、これも検討の余地は十分に

あると思います。ありがとうございました。 

 ほか、どうでございましょうか。 

○副部会長 

 昨日たまたまなんですけれども、越前市のほうの若手農業者の方、30名ぐらいの方との懇談会の

場に参加することができました。結構本当に若い30代、40代の方が中心で、皆さんすごく生きがい

を持ってやってらっしゃる方々がたくさん来てらっしゃったんですけど、そこでお話ししていると、やっぱ

り有機農法であったりとか獣害対策だったりとか、すごく大変なことをやりつつも、ある方なんかは会
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社、法人化して有機農法をやっている中で環境に関心のある方が２人就職してきたと。当然法人な

ので、社会保険とかもちゃんと適用して、週の労働時間とかも守ってやっているんだという中で、何が

今一番大変かっていうと、どうしても農業をやってると中山間地域の、どっちかというと人口が少なく

て高齢化が進んでいるようなところでそういう仕事をしていると、地区の仕事を何か全て任されると。

それって中山間地とか農地のほうだけの話ではないかもしれないんですけども、地区のコミュニティ

ーの話であったり消防団であったりいろんなことがとにかく回ってきて、本来仕事をしなければいけな

い、農業のほうに割く時間がかなり取られてしまうんだっていうようなことを１つおっしゃってたんです。 

 別の方の法人をつくっている株式会社の方だったんですけれども、その方なんかは、今年の春に経

営の勉強をするために名古屋まで１泊２日で友達数人で行ってきたんだと。その中で、今まで農業の

勉強しかしてこなかったことをだんだん経営っていう視点を持ってやっていきたいっていうことで、それ

はすごくためになったっていうようなことをおっしゃってたんですけども。 

 なかなか後継者不足っていうところは全体の傾向としてはそうなんでしょうけれども、中にはこういう

すごく進んだ取組をしてらっしゃって頑張っている方もいるんだなと思うと、ぜひそういった方々を含め

て働く環境をもうちょっと地元で整えてあげるっていうようなことができないかなみたいなことを思い

ました。 

 その方たちと話をしている中でも、じゃあそういう勉強会って地元でやったらもっと参加するかなと思

ったら、休んでお金かけて行くっていうことを考えたら地元でやったほうが絶対スムーズにいけると思

うというようなことはおっしゃってましたし、そういう地区の仕事とかっていうのはなかなかほかの人に

替わってもらうことはできないけれども、何か言っていたのは電気柵です。電気柵を張るのをイベント

化してやっているところがあるらしいと。何かそういう形で農業のことも知ってもらうし、自分たちの作

業も手伝ってもらえるっていって、お米をそこから直接買うお話をするみたいなところまでいった人もい

るらしくて、そういう農家さんだけに全てをお任せするんじゃなくて、もうちょっと周辺の部分でいろんな

ことをサポートしてあげられる部分っていうのを潰していくと、後継者とか新しくそういう農業に就いて

みたい方々、特に環境みたいなところの入り口でやられる方っていうのはよいのかなみたいなことを

昨日思いながら話をしていました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 実はまだまだご意見をいただきたいんですけれども、時間のほうの制限がありますので、このあたり

で、福井市さんとしての関係部署等でやっていることはないですか。どうですか。あったらもし、もしな

かったらいいですけど、そこら辺。 

 私も何十年もいた大学から今日出ていただいている委員がいまして。 

ご意見よろしくどうぞお願いします。 

○委員 

 現在、農林水産物の販路開拓、拡大っていうふうに資料の２ページに書いてあるんですけれども、そ

れに関しまして、現在福井県で生産される農林水産物、特に水産物に関しましては、国内向けで販売

している割合が多いと思うんですけれども、現状では世界的には水産物の需要っていうのは年々急

増していまして、供給超過状態にあるので非常に取引で高値で買っていただけているっていうような

状況にあるんですけれども、そのことを踏まえまして、販路開拓、拡大のほうも海外のほうの視点も取

り入れて、開拓、拡大を進めていくっていうことを今ジェトロとかでも協力して進められてはいると思う

んですけれども、もう少し力を入れて取り組むっていうのもいいかなというふうに思いました。 

 それによって農林水産業の業者の方の所得向上にもつながりますし、あとインバウンドなどのお客さ

んも海外からも福井に興味を持っていただいて来ていただけるっていう方も増加するかなというふう
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に思いますので、そちらのほうに力を入れていくといいかなっていうふうに思いました。 

○部会長 

 ありがとうございました。いかに収入、所得を確保するかという視点ですね。 

 では、またご意見いただくとして、まずこの政策10についてのご意見を簡単に取りまとめさせていた

だきたいと思います。 

 第１次産業、農林水産業というのは非常に私たちにとって大事な事業ではあるけれども、なかなか

産業化という意味では難しいものかもしれない。そういった中で、やっぱりそれを確保するためには事

業所が所得の確保っていうのが重要で、そのためには今、委員がおっしゃっていただいたようないろ

んな販路開拓も含めて、それの確保のために何か施策も必要なんだろうというふうな話もありまし

た。 

 それから、単に産業だけじゃなくて、もう少し広い視点でこの農林水産業をより知ってもらえるだろう

と。それは景観とか自然とか、あるいは歴史、文化あたりから福井の農林水産業を少し見詰めるとい

う視点もあってもいいんじゃないかということをご意見いただいたような気がします。 

 最後に、農林施策を私たちの身近なところに置くために、農林水産業で働く環境を地元でもっとつ

くり上げていく、そういう機会を盛り上げていくというようなそういう仕掛けも重要じゃないかっていうよ

うなご意見もいただいたような気がします。 

 それが政策10で示された内容ではないかなと、簡単でございますが、また議論があればお聞きし

たいと思います。 

 

（２）政策11「商工業に関する政策」について 

○部会長 

 では、先に進まさせていただきまして、次に政策11について事務局から説明をよろしくお願いしま

す。 

○事務局 

 それでは、「商工業に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－３、３ページをお願いいたします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 本市には、繊維産業をはじめ高い技術を持つ物づくり産業が集積しています。物づくり技術の高度

化や担い手の確保に向けて、成長分野への新たなチャレンジへの支援や事業承継の促進に取り組

むことが重要です。また、企業立地、事業承継、創業支援を推進する必要があります。 

 一方で、少子・高齢化の進展や若者の都市部への流出による人手不足が大きな経営課題となって

おり、若者の地元就職を促進するとともに、外国人などの多様な人材の能力などを活用しながら、安

定した労働力を確保する必要があります。 

 参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 73ページ、最低賃金の推移をご覧ください。 

 福井県の最低賃金は、全国平均よりは低い状況ですが、令和６年の最低賃金は前年比53円増の

984円となり、４年連続で過去最大の上げ幅となっております。 

 74ページ、製造業の出荷額をご覧ください。 

 本市の製造品出荷額の推移を表しています。令和３年から５年にかけて化学工業の出荷額が増加

しており、令和５年は、化学工業が繊維工業出荷額の約1.3倍になりました。 

 76ページ、有効求人倍率をご覧ください。 

 上段のグラフが福井県の求人、求職の動向を表しており、青い折れ線が求人、オレンジの折れ線が
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求職を表しており、令和６年の有効求人倍率が1.88倍で、約１万人の人手不足となっております。 

 なお、令和５年の県内の有効求人倍率は1.86倍で、７年２か月連続で全国で最も高い水準で推

移しており、依然として人手不足が続いております。 

 下段のグラフが県内職種別の有効求人倍率を表しており、建設・土木業や介護・保健・医療サービ

スの人手不足が高い傾向となっており、職種、業種間で格差が生じております。 

 資料戻りまして、６－３、４ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「商工業に関する政策」では、新たなチャレンジを後押しし、活力と魅力あふれる

商工業が発展し続ける町をつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、物づくり技術の高度化や魅力ある産業の育成、創業支援の推進により

地域経済を活性化します。また、ＵＩターン就職や地元就職を促進するとともに、少子・高齢化と人生

100年時代を見据え、誰もが意欲や能力を生かして活躍できる就業機会を確保いたします。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 １つ目のキーワードは、リスキリングです。 

 令和４年の臨時国会で、政府は人への投資を掲げ、成長分野などへのリスキリング、学び直しに対

し、５年間で１兆円を投じる方針を掲げました。また、骨太の方針2025においても、物価上昇を上回

る賃上げの普及、定着を推進するための事業の一つとして、リスキリングへの支援が掲げられており

ます。 

 ２つ目のキーワードは、県営産業団地です。 

 新たな県営産業団地の整備対象地が福井市と小浜市に決定しました。福井市では、稲津町及び

荒木新保町に造成し、令和９年度の分譲開始に向けた準備を進めています。企業同士によるイノベ

ーションや若者に魅力ある企業誘致を目指しており、ＵＩターンの促進にもつなげます。 

 ３つ目のキーワードは、就労育成制度です。 

 技能実習に代わる新たな外国人材受入れ制度です。人手不足分野における人材の育成、確保を

目的とし、令和９年４月から開始予定です。原則３年で長期就労が可能な特定技能制度への移行を

促すこととしております。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきますが、あくまでも一例であり、必ずしも３つ

のキーワードにこだわる必要はございません。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 では、今の説明を受けて、委員からご意見等をいただきたいと思います。 

 いかがでございましょうか。 

○委員 

 福井県が未来協働プラットフォームという事業をやっておられますが、金融機関、大学、市町とかが

連携して、企業と地域でつながるそういった事業ですので、まさに商工団体とか金融機関といろいろ

話合いをしてたんですけども、やっぱり企業が圧倒的に今課題にしているのが人材不足っていうこと

をおっしゃってて、大学と連携したいって建前上言っているけど、中身では人手不足、大学生とつなが

ってはいない、そのぐらい結構人手不足というのは問題になってるなというのが僕の印象です。 

 いろんな方法があるとは思うんですけれども、１つのさっき外国人雇用っていうのは、結構僕は重要

かなと思ってまして、何か以前とある事業伴走で外国人雇用の事業を福井県とやってたんですけど

も、企業とかにアンケートを取らせていただいたら、外国人雇用に対して興味はあるのは９割以上、た

だやっていない傾向がほとんどで、なぜやらないんですかって聞いたら、何か難しそうとか、きっかけ
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がないみたいな話をされて、でしょうねと思いながら。実際ツアーもやって外国人の方と実際見学して

回って、いろんな全国から来られました、外国人の方が。企業もなかなかどうしていいか分からないっ

ていうのがあるのかなと思って、実際働きたい外国人の希望もありますんで、その辺を促進していくよ

うな仕掛けがあるといいんじゃないかなっていうのは思いました。 

 昨年、別府のほうでやらせていただいた事業では、別府は外国人が多いんで、観光客、ちょうど観

光というテーマがありますけども、別府にある大学生、IＰＵの外国人ばっかりの大学があるんですけ

ども、そこの生徒に、別府に住んでて、自分たちが自分たちの国の方にガイドをしてもらうというような

観光コンテンツを設置して、実際それを別府に来た外国人に対して観光支援してくれる事業が立ち

上がってるんです。審査させていただいたんですけども、かなり外国人の方がやりたいという形で来

られました。 

 そういう意味では、こっち側でソフトとかきっかけをつくってあげることで、外国人側も何から始めて

いいのか分からないところを受皿をつくってあげるっていうのは大事なんだなというふうに思いまし

た。 

 また、福岡県のほうの前ちょっと支援させていただいて、タクシーの会社が人手不足の中で、外国人

雇用で大成功している。どんどんどんどんそこの会社が人員が増えているっていう事例をさせていた

だいたんですけれども、そういった外国人雇用をして人手不足と言われているタクシーでも成功して

いるっていう事例もあったりするので、そういったことで外国人雇用っていうのは大事だなと思ってい

ました。 

 あと、創業支援というテーマもあって、これは若者を応援するっていうことで、もちろん福井にいる方

の支援というのももちろん大事だと思うんですけど、南相馬市の創業支援っていう中で面白いのが、

南相馬市で起業しませんかっていう制度をつくってやったら、今12人東京から創業したいって来られ

ています。その方ってほとんどが南相馬市にゆかりはないんです。なぜ来るかっていったら、そういう間

口があったから。だから、創業してみたかったけど、なかなかきっかけなかったし、あとは田舎が好き

と。東京に住んでて、田舎暮らししてみたかった。あと、深い関係における場所に行きたかったっていう

理由で来られてると。これも間口があって創業支援につながっているんだろうなっていうふうに思った

りしましたし。 

 最後、リスキリングっていうテーマがあったんですけど、ちょうど２日前にリスキリングを東京でやって

る会社さんと仕事をしていたんですけど、この会社が面白かったのが、リスキリングって福井でもやっ

ていると思うんですけども、普通の教えじゃなくて、たまたまその人は17歳で会社を興して、とある方と

一緒に会社を興しているんですけども、たまたま自分は出会いがあったけど、そんな出会いって普通

ないよね、田舎にいたら。だから、僕は地方にいても質の高い出会い、その一つの出会いとか学びで

人生が変わってきている経験をしてきているし、そういう人はたくさんいる。 

 そういった、福井に、地方にいても新しい自分を見つけれる、人生諦めないでいれるような質の高い

教育を支援するプログラムをつくりたいっていって去年立ち上げた会社なんですけども、一応90万円

払って400人以上がそのスクールに通ってらっしゃるらしいんですけども、いろんなテーマがあるんで

す、そのスクールに。そういったちょっと感動したのが、そういう間口での教育、リスキリング、ただの技

術を学ぶんじゃなくて、意識とか人生を変えていくようなリスキリングっていうのもあるんだなというふ

うに思いました。そういったことを含めて支援していくっていうのも面白いなというふうに思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。特に人手不足というところにポイントを置いて、その会社の外国人雇用とか、

そういう企業、あるいはリスキリングのやり方ですね、そこら辺のノウハウをお教えいただければと思い

ます。ありがとうございます。 
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 ほか、どうでございましょうか。 

○委員 

 先ほどのご説明にもありましたけれども、福井県それから福井市が製造業でしっかり経済が支えら

れているという部分は、これは紛れもない事実だと思います。特にその中でも繊維産業っていうのは、

福井県、福井市を支えてきたっていう。私が子供の頃にも本当に周りに機屋さんがいっぱいあったん

ですけども、今の繊維産業っていうのは我々が子供の頃の繊維、機屋さんでは全くなくて、大きくは例

えばアパレルとテキスタイルという書き方をすれば、衣料からアパレルからどんどんどんどんテキスタ

イルのほうに行っておりまして、皆さんご存じのようにカーシートであるとか、それから航空資材、こっち

のほうへどんどんどんどんシフトしていって、今の繊維産業の活躍、活性化があると思うんですけれど

も。 

 それともう一つ、繊維産業が果たした役割っていうのは、これすごく裾野の広い産業でして、そこから

例えばそこの繊維に使う界面活性剤から化学メーカーさんが出て、そこから化粧品をつくるとか、そ

れから機械、織機を作ってたいわゆるかつての鉄工所ですね。この鉄工所がここもそれぞれからまた

いろんな枝分かれしていって、今のプラットメーカーもあったり、工作メーカーがあったりというふうに

長い長い歴史の中で福井を支えてきた出発点がまず繊維産業であるということなんですね。 

 ところが、この繊維産業も枝分かれしていったんですけど、次でも新しい産業を同時並行で進めて

いくっていうことが大事で、そのために何が必要かというと、それはやっぱりイノベーションなんです。イ

ノベーションの連続性がないと、地域、産業っていうのは衰退してしまうので、ここをどうして開けてい

くかっていうことが次の新しい課題だと思って、イノベーションを起こすためには、一番大事なのは人

です。少子・高齢化っていうことでどの地域もそうなんですけども、やっぱり優秀な人材を育てて、人と

人が交流して、その中で新しいイノベーションが起こるというこの仕掛けづくりこそがこれから私は大

事だと思っているんですけれども、そのときに１つの大きいポイントが先ほどお話ありましたけどもリス

キリングというか、ここですよね。ここがどう仕掛けれるかっていうことが大事で、かつての繊維産業、

それからもう一つ建設業、福井からはたくさんのゼネコンさんが出ていますけども、福井ではゼネコ

ン、繊維があった。それから、土木があったんです。ここが優秀な人材を輩出できて、これを支えてきた

っていうのはやっぱりあると思いますので、ここを地域と大学がどう戦略を立ててやっていくかっていう

ことが次の課題だと思っております。 

 例えば、シリコンバレーなんかを見てても、やっぱりスタンフォードという大学があって、企業のほうで

行き詰まるとまた大学へ戻って勉強し直してまた企業に戻ってくるっていうこういう流動性がすごくい

いんですけど、日本は一旦会社に入ってしまうといろんな形で研究室とも協力しますけども、そういう

思い切ったことはなかなかできなくて行き詰まってしまうっていうことがありますんで、このあたりもきち

っともう少し福井型というか日本の新しい形をつくっていく必要があって、この辺の仕掛けづくりをこ

れからぜひ私は考えていただけたらというふうに思っております。 

○部会長 

 ありがとうございます。大変重要な繊維産業という一見斜陽化した時代もあったんですが、今は福

井をリードする産業になってるという話で、それをさらに動かすために、イノベーションっていうんです

か、そこら辺をいかに考えていくかというところをどう仕掛けを見つけなきゃいけないっていうお話でし

たけれども、ほかはどうでございましょう。 

○副部会長 

 起業という視点でいろいろ考えてみたんですけれども、最近学生で起業される方が福井でも結構

駅前にいらっしゃって、僕らの時代ではなかなか考えられなかったんですけども、学校へ行きながら起

業するとか、休学して起業するみたいな中で頑張ってらっしゃる方もいると。そういった方がどういった
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ことに関心があるのかなと思ってお話ししていると、どことなくなんですけども、自分がもうけたいって

いうのももちろんあるんだと思うんですけれども、ちゃんと何か社会貢献ができるとか、環境について

考えたいみたいなところで、すごく意識高い分野で起業したいとか、社会の何か役に立ちたいみたい

な思いを持っていらっしゃる方がたくさんいると。そういう分野って企業にとっても非常に魅力的な分

野じゃないかなというふうに思ってまして、中に地元でそういうパトロン的に企業に就いて一緒にやっ

てらっしゃる方もいるんですけれども、そういったふうに学生のうちから何か福井で働く場があるとか、

働いてしまう。起業してるみたいなそういう何か仕組みというか場をもうちょっとつくれるといいのかな

というふうなことをちょっと思いました。 

 ちょうど来年ですか、県立大学の地域政策学部もアオッサのほうにできますし、70人ほどの方がそ

こで学ぶというような場ができてくるみたいなので、福井の中心部においても何かしらそういう企業、

それから学生さん、それから大学、そういったところで起業したい学生をちゃんと何かサポートしてい

けるとか、巣立った後も支えてあげられるようなそういう仕組みとか場を何かつくっていけると、新しい

チャレンジっていうところに一つ何か成果が出せるんじゃないかなというようなことを思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 １つだけ私も意見を言わせていただきたいんですが、去年新幹線が通って、福井県の産業の構造

自体も大きな転換点に来たというふうに私は思ってます。それは何かというと、先ほどの委員からもお

話あった繊維産業、あるいは建設業っていうのは重要だよっていうのは間違いないんですが、そういっ

た２次産業を含め、新たに新幹線が来ることによって第３次産業、観光サービス事業が福井に根づく

機会が到来したんだろうと思ってます。 

 そういう意味では、今ちょうどターニングポイントの時期でもあって、福井県の産業構造を福井市の

産業構造も併せて大きく転換させるということもちょっとした視点に置いていただければと思います。 

 まだちょっとお時間ありますので、ご意見ありましたらお願いしたいと思います。 

○委員 

 そんなに商工業に対しての意見という感じではないんですけど、何かこの資料にも書いてある繊維

産業ですね、いろんなものづくり産業が集積してるってことで、何か今まで繊維産業の人たちとご一

緒する機会はすごくあって、いろいろお話聞かせてもらう中で、何か繊維産業自体に目を向けると、す

ごい分業化が進んでいたりとか、すごく細かい工程をそれぞれの会社が請け負うみたいなことがある

らしくって、何かその中で、この会社でしか出せない加工、このしわはこの会社でしか作れないみたい

な独自の技術みたいなものがやっぱりすごくたくさんあるという話を聞いています。それ自体がすごく

強みかなとは思うんですけど、何かその会社にいる人自身はそれが自分の強みだとあんまり思ってな

いというか、当たり前過ぎてみたいなとこが往々にしてあるのかなと思っていて、何かそういう小さな

技術みたいなところ、小さな技術だけどもその会社でしかできない独自の技術みたいなものがあっ

て、そういったものができるだけ残っていくような未来になるといいなと思っています。 

 なので、まずは何かそういう技術、小さな技術、もうここにしかない技術みたいなところに日を当てる

というか、日の目を浴びてもらうみたいなところから何か行政が力になれることはないかなというのを

ちょっとこの計画を見ながら考えていきました。何かどうしても繊維産業の皆さん、下請というか素材

を作る工程とかが多かったりして、実はそれがすごく高級ブランドの生地に使われているとかみたい

な話もよくあったりするんで、何かその辺はなかなか公にバンと打ち出せるものではないと思うんです

けど、結構立派だったりする話ではあると思うんで、そのあたりのもう少し現場を、そういうのに興味が

ある学生だったりとか、そういう人たちに見てもらえる機会というのが増えていくといいかなと思ってい

て。やっぱり学生とか大学のつながりがすごく大きいなと思っていて、そのつながりは別に、県内の大
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学でなくてもいいなと思っていて、全国のいろんな大学、もっともっと福井に来てもらって、福井の産業

自体をフィールドというか研究してもらって来てもらって、もしかしたらその中で若い人がそういう技術

に興味を持って福井に来てくれるっていうのもあるのかなと思うので、何かそういうつながりというか

広がりみたいなものがもっともっと増えていく中で、そういう小さな技術が守られるっていう未来みた

いなのが描かれるといいなと、ちょっと個人的な意見ですがそんな感じがしました。 

○部会長 

 ありがとうございます。実は、福井は研究開発型企業って多いんですね。コロナ禍にアンケート調査

しまして、このあたり非常に重要な節目に、あなたの企業何か開発やりましたかと、技術開発やりまし

たかという問いに対して、約２割ぐらいの企業が、数で言うと500のうちの200弱ですね、やりました

というような答えでしたね。日本全体の研究開発型企業の数っていうのははっきり出てませんけれど

も、私的には８％から10％ぐらい、１割弱ぐらいと思ってまして、そうすると福井っていうのは結構その

倍ぐらいあるということで、もっと福井が援護射撃で支援していかなきゃいけないなと思ってますの

で。そのなかで今学生とのタイアップとか、学生課にそういう採用があったら行ってみませんかという

話だったと思うんで、大事な視点だと思います。これもやっぱり当然この計画を、総合計画をつくる上

で具体化していってほしい議題だなと思いました。ありがとうございました。 

 ほか、どうでございましょうか。 

○委員 

 福井は、小規模事業者といいますか、大企業や中小企業はいいんですが、小規模事業者が傾いて、

これ倒産という形には出てこないんですけども、廃業していくだけなんで。でも、やっぱり小規模な事

業者の中では、福井の伝統とか食とかいろんなことを支えられてる会社も多いので。国とか行政の支

援というのも小規模事業者には届かないと思うんですね。労務士さんがいるわけでもないし、そういう

やり方も分からない。補助金も同じところばっかりが取ってるっていうところもあるんで、やっぱり一番

の支えとなっている数が多い小規模事業者に対してどう光を当てるかということなんですけど、今日

出てきた異業種の交流とか、若い人たち、後継者が集まってインキュベーションというんですか、新し

いものをつくり出す異業種交流、これを進める。やっぱり小さい会社はＭ＆Ａとか企業合同というとこ

ろにやっぱり向かっていかないと生き残っていけないと。そうすると、大事な福井のいろんな産業等が

廃れていく部分もあると思うんで、やはり小さい会社にもやっぱり目を向けて、何か育てていく支援を

すべきではないかと思います。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。一番昔から福井が悩んでいるところですよね。小規模企業支援という

ところに意見いただきました。 

 はい、ほか、どうでございましょうか。 

○委員 

 先日、参加させていただいた若者ワークショップで出た話なんですけれども、若者の県外流出、県

外企業に就職するというのは、県内企業、県内産業とかに関しての知識、どういうものをつくっている

のかとか、どういう強みがあるのか、魅力があるのかっていうのを結構知らない人が多いからなんじ

ゃないかっていうふうな意見が出ました。そのことを踏まえまして、先ほど髙橋さんの意見で出たよう

に、県内企業とか県内産業のことを知ってもらえるような、小さい小学生とか中学生とかを対象とした

何かイベントの開催とか、あと学校への出前授業ではないですけれども、何か企業紹介とかを行うみ

たいな形のそういうことをやってもいいのかなっていうふうなことを思いました。 

 あと話は変わりますが、人生100年時代というふうに書いてありますとおり、結構今60歳とか65歳

定年退職された方でもまだまだ元気で働きたいっていう方が結構多いと思いますので、そういう方た
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ちに対しての働き口を広げてあげるというか、何か雇用の条件みたいなのを緩和して、そういう方た

ちもまた再就職がしやすいように、まだ元気なうちは働きやすいようにっていうふうな制度などを整え

ると、後進の育成とかにも役立つと思いますし、いいのかなと思いました。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 また、時間残りましたら、またお話聞かせてください。 

 ここでは産業、商工業ということで、ふだんから私たちが注視してるようなご意見をたくさんいただき

ました。ここはもうまとめるのはやめておきまして、特に、私はイノベーションっていうところに着目しまし

た。それと連携ということも重要ですし、幾つかキーワードがあって、そこら辺を巧みに施策としてとい

うようなことを考える必要があるなということを改めて考えました。 

 では次に、もし何もなければ次に行きたいと思います。 

 

（３）政策12「観光に関する政策」について 

○部会長 

 政策12ですね。これも事務局から説明のほどよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、「観光に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－１、５ページをお願いいたします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 中部縦貫自動車道の県内全線開通や、大河ドラマ「豊臣兄弟！」の放送など、本市では交流人口

の拡大を図る絶好の機会を迎えています。 

 一方で、北陸新幹線の出発地である首都圏などにおいて、認知度向上やイメージアップの強化を

図る必要があります。 

 また、県内の外国人宿泊者数も低迷しております。 

 地域資源を生かした観光によるまちづくりを推進することで、交流人口、関係人口の拡大、地域経

済のさらなる活性化につなげていく必要があります。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 78ページ、観光の状況をご覧ください。 

 オレンジの棒グラフが観光客入り込み数、青折れ線が観光消費額を表しており、コロナ禍以降、

年々回復しております。 

 79ページ、観光地別の観光客入り込み数の推移をご覧ください。 

 本市の観光拠点である越前海岸、町なか、一乗谷朝倉氏遺跡の全てにおいて観光客が増加して

います。 

 80ページ、外国人観光客の推移です。左側のグラフが北陸３県の外国人宿泊者数の推移を表して

おります。コロナ禍により急激に減少しましたが、回復傾向にあり、特に石川県ではコロナ禍前を上回

っています。また、右側のグラフは、外国人宿泊者数の全国順位を表しており、福井県は46位であり、

大きな課題となっております。 

 資料６－３にお戻りいただきまして、６ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の観光に関する政策では、福井の魅力「福いいネ！」を実感できる、おもてなしの心
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があふれる観光のまちをつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、観光資源をさらに磨き上げ、市民が福井に誇りと愛着を持っておもてな

しする観光のまちづくりを推進します。 

 また、ふくい嶺北連携中枢都市圏の構成自治体とも連携し、広域観光や外国人観光客の誘客を推

進するとともに、地域資源を生かした体験、交流プログラムなど、観光メニューの充実に取り組みま

す。 

 さらに、本市のプロモーションの旗印である「福いいネ！」を活用し、本市の認知度向上やイメージア

ップを図ります。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 １つ目のキーワードは、インバウンドです。福井県の外国人宿泊者数は低迷しており、県などと連携

し観光メニューの充実や誘客プロモーションを強化する必要があります。 

 ２つ目のキーワードは、福井市観光公式サイト福いろです。令和３年に開設された福いろは、主要観

光スポットに加え、各種イベントや食、体験など多彩な情報を特集化して掲載するなど、積極的な情

報発信を行っております。閲覧数も年々増加しており、令和６年は４年と比べて約４．８倍に増加してお

ります。 

 ３つ目のキーワードは、ツーリズムです。ツーリズムは、観光旅行や観光事業を意味します。このツー

リズムに目的や体験、学びといった付加価値を加えたプランが注目を集めており、例えばスポーツの

参加や観戦を目的とした地域の訪問などをするスポーツツーリズムやアクティビティー、自然、文化体

験の３要素のうち２つ以上で構成されるアドベンチャーツーリズムなどがあります。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 はい。では、最初に12ですね、「観光に関する政策」ということで、今事務局が言っていただきました

が、委員の皆様から何かご意見等ありましたらお願いしたいと思いますが、いかがでございましょう

か。 

○委員 

 この政策12の「観光に関する政策」のことなんですけれども、私が観光連盟で観光に主に携わって

ることもありまして、ちょっと私見ではあるんですけれども、先ほどからお話が出た農林水産業とか、そ

れからその次に出た商工業、それから今のお話にある観光。何か個人的には全部つながってるんじゃ

ないかなというふうに感じています。前回の全体会議のときに１分スピーチでちょっとご説明させてい

ただいたのは、今福井に修学旅行で民泊に来る学校さんが増えてるって話をしたんですけども、例え

ば東京や大阪に住んでる中学生の子供たちというのは、畑仕事なんてしたこともないし、もっと言うと

畑なんか見たことないような子供たちがたくさんいて、福井に来て、当たり前に家の裏に畑があって、

一緒に野菜の収穫体験をするっていうのがもう新鮮でたまらないんですね。地味な作業なんですけ

れども、子供たちが目を輝かせて喜んでたりとか、そういう姿を見るにつけ、１次産業、今全国的にや

っぱりそういう子供たちが増えてきてる中で、自分たちの食がどのように支えられているのかとか、今

食べている野菜が誰が作ってるんだろう、どういうふうに作ってるんだろう、魚は誰がどういうふうに捕

ってるんだろうということを知るというのは、教育上、とても重要なことではないかなと思っていまして、

実際学校さんの反応も、それを体験するために福井に来てくれるというところがあります。 

 それから、商工業に関しても、ものづくりが盛んな福井ではあるんですけども、要は作ったものの出

来不出来というよりも、ものづくりにどういう生産者の想いが加わってるのかということを生産者との

触れ合いの中から子供たちが知るってことがものすごく貴重な体験というか経験の場になってまし

て、そういった意味でも、ただ単に福井に来て何かを見るとか学び、もちろんそれも大事なことではあ
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るんですけれども、そこの人たちと触れ合う、触れ合うっていうか、ものづくりに携わる想いに触れるっ

てことはすごく貴重な機会なのかなというふうに思っています。 

 なので、ちょっとうまくまとめられないんですけれども、観光を語るときに、福井の１次産業や２次産

業、３次産業全てひっくるめて観光の素材になるという視点で捉えるってことが非常に大事なのかな

というふうに感じています。 

○部会長 

 ありがとうございました。観光、全ての産業がつながってるよと。そこら辺うまく観光という素材を使っ

て引き出していくということかなと。ありがとうございました。 

 ほか、どうでございましょうか。 

○委員 

 観光を少し仕事させていただいてますけど、まず観光に、今まで新幹線が来たんで福井が注目され

てたくさん福井に、福井って何だろう、行ってみようっていう話で来ると思うんですけども、ここから先は

もう福井が選ばれるようにしていかないといけないと思うんですけども、実際じゃあ僕がいろんなとこ

へ行ってみましたけど、福井行ったことありますかって聞くと、ほとんどがない。ある人に聞くと、何しに

行きましたか。福井に行こうと思ったからじゃなくて、いや、恐竜が好きなんですよとか、スキー、スノボ

が好きなんですよという動機があって来るわけなんですね。福井が目的じゃなくて、コンテンツは、動

機、目的があってという流れだと思うんですね。なので、福井県はもっともっと抽象的ではなく明確な

いろんな様々なコンテンツと動機をつくって、福井に行こうと思ってたんじゃなくて、これで調べてたら

福井出てきた、じゃあ、こういう風なところで福井が面白いから行ってみようというか、動機づけのコン

テンツをどんどん作っていくっていうのがまず大前提になるかなというふうに思いながらも、他方で福

いいネ！すごくいいなと実は思ってまして、何か最近、月１組、２組ぐらいが県外の方来られてご案内さ

せていただくんですけど、僕自身が、「竹本さんて福井なんですね。」って言われて、「そうなんです、福

井ってこんなとこスゴイ。例えば、そばって福井県は３年連続おいしい一番とってるんですけど、その理

由を何でか知ってますか。」って聞くと、そもそもそれすら知らないとか、その理由をいろんな理由があ

って、僕はそれを仕事柄知ってるんで語るんですね。それ聞いて、「竹本さん、福井めっちゃ行きたいで

す。」っていってて、自分のなかのおすすめスポットを毎回決まったルートを言ったりするんですね。こう

いうのって、やっぱり自分が福井のことを知ってて、福井に自信持ってるから自分の周りの県外の方

に教えるっていう意味でも福いいネ！っていうのはすごくいい切り口だなと実は思ってまして。ただ、残

念ながら、本当に福いいネ！と言いながら、福井県民は福井のいいところを知ってるのかなというか、

ほぼ知らないんじゃないかなと思うので、さっき出前授業の話もありましたけども、やっぱり子供のうち

から福井市のいいところ、また大人になっても福井のいいところっていうのを根っこから知っていただ

くようなきっかけがないと、なかなか関心って高まっていかないんじゃないかなというふうに思ってる。

逆にそれがうまくいくと、僕はもっともっと福井ってのは一人一人の市民、県民が福井に来てください

っていうのができてくるんじゃないかなというふうに思ってます。 

 最後に一個だけ、インバウンドに関しては、やっぱりいろんな要素はあると思うんですけど、金沢のイ

ンバウンドとかをあれしている会社をみますと、基本的にもう大きいエージェントと契約してるんです

ね。一応、東京のエージェントと前話したときも、２万人日本送客して、東京から金沢行って京都が定

番で、その最中に幾つか泊まるらしいんですけど、福井って２万人中、何人でしたか？ゼロです。何で

ゼロなんですかったら、そもそも福井のコンテンツ知りませんていうだけで、福井が魅力ないとかじゃ

なくて、その会社が知らない、もう一個、金沢の会社のお話聞いたら、エージェントに聞いたら、福井っ

て年間数十人ですね。何でですか。いや、あまり福井知らないですみたいな。何かちょっとここにすご

い僕はもったいないなと思っていまして、もっとエージェントとかいろんなとこで契約していって、もっと
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もっと福井に流す仕組みづくりっていうのをやっていくと、まだまだ増えるんじゃないかなっていうふう

に。そういった何か仕組みづくりも大事かなというふうに思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。本当に実務的な話も含めていいご意見をいただきました。 

 ほか、どうですかね。 

○委員 

 先ほどもちょっとお話ありましたけども、日本産業分類上、観光業という業種は産業分類にはないん

ですね。これは、やっぱり地域の総力戦で、先ほどお話ありましたけど、製造業もあったり飲食業もあ

ったりというふうに、これが地域挙げての総力戦なんですね。私が思うのは、福井の魅力は何ですか

というふうに皆さんに聞くと、必ずおいしい食とか人がいいって言うんですけども、これ実は日本中ど

この地域に聞いても同じ答えが返ってくるんですね。どこ行っても食べ物はおいしいし、どこ行っても

人情味あふれていい人が日本っていう国なんですね。そのときに、福井だけで、じゃ福井がそれで選

ばれるかっていうと、選ばれなくて、問題はそれをどう差別化していくかっていうことなんです。やっぱり

商売の一番の肝は差別化にある。同じ商品扱っても、ほかの会社、ほかの製品とこういうとこが違う

んですっていう、それこそがやっぱり商売の肝で、ここをどうするかっていうことだと思うんです。実は、

私どもでそのためにも福井らしさは何かっていう議論をかつてやったことがあって、いろんな議論あっ

たけど、最終的に漢字三文字に集約をさせていただきました。１つが、ひたむき、素直な直の「直」で

すね。それから２つ目が、真、真実の「真」、そして３つ目が「幸」っていうこの３つに集約されたわけで

した。つまり、福井の方っていうのはひたむきにすごく真面目に生きて、その結果として本物があり、本

物のおかげで幸せなんだという、こういう結論になったんですけども、問題は、これは私もこれすごく大

賛成。これをベースにどうマネタイズするかっていうところが福井の人は人間がよ過ぎて、すごくでき

ないところなんですけども、この辺を、先ほどからいろんなプログラムの話もありましたけど、どうプロ

グラム化して商品化して、どうお金につなげていくかっていうとこが福井の方がすごく苦手とするとこ

ろで、ここをきちっとやっぱり我々というか行政含めまして我々支援機関もどうしていくかというのが長

年にわたる悩みなんですけど、なかなかやっぱり答えが見つかってないっていうところです。 

 私かつて聞いた話ですごいなと思ったのが、フランスが日本にワインを売るためにやった戦略が、ソ

ムリエの世界大会で皆さんご存じの田崎真也さんが世界一のチャンピオンになった。その座を日本

人、東洋人に渡したっていうところ。これ実は国策で、その後、やっぱり日本のワインの消費がぐんと上

がったっていうところ。マーケティングっていうのはこういうことなんだなって私感心した覚えがあるん

で、そういうふうに、先ほどやっぱり福井がよく知られてないっていうことあると思うんですが、本当に

いいものいっぱいあるんで、そこをどう仕掛けていくかということが、やっぱり私は一番大切なことなん

だ。いいものいっぱいあるので、そこをやっぱり商品化していって、お金に変えていくかって、ここをしっ

かりやる必要があるんだというふうに私は思っております。 

○部会長 

 ありがとうございます。福井は、私も福井市、生まれてからずっと福井市から出たことないんですけど

も、どうしても何か観光については来てもらうというか、訪れてもらうというところが主体になってしまっ

て、自分たちがやっぱりもっと福井のこと知ってPRしていくことが重要だと思いますけども、そういうな

点を委員からお話しいただいたところでございます。 

 まだ大丈夫ですが、もしこれだけは絶対言っておきたいということがありましたら、いかがでしょうか。 

○副部会長 

 確かに、長期的にこれ差別化、ブランド化って取り組まないといけないと思いますし、それがないとど

ういったところに進んでいっていいかという一つの目標が大事なところなんですけども、ちょっとまた
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直近的に見ていくと、福井が足りないのは、ナイトタイムエコノミーって言われてる夜の収入源、どうし

ても飲食店に頼りがちなんですけれども、中心部、週末とかシーズン中になると、本当にもう食事して

いるところ、ほぼほぼ予約でもう入れない状態が続いてます。それと県外から来られた方、夜泊まるん

だったら新幹線で20分行けば金沢あるしみたいな感じで、金沢に泊まって、お昼福井で観光して恐

竜博物館行くとか、永平寺行くっていう、何かおいしいところを持っていかれてしまう観光になりかね

ないなというのを思ってて、しかし、何かしらナイトタイムエコノミーでちゃんと福井で宿泊をしてもらっ

て、食事も楽しんでもらう、体験するようなとこがある、例えばショーみたいなところで福井を紹介する

ような体験、催しであるとか、何かそういった観光客が福井に来て楽しんでもらえる、お金を落として

もらえる仕組みを夜のほうまで延ばすっていうこともちょっと視野に入れたほうがいいかなというふう

に思いました。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。そうですね、夜はあまり福井はないかも分からないですね。その辺を強

みに変えていくということだと思うんですね。 

 はい、よろしゅうございますかね。 

○委員 

 今まで皆様のお話聞いてますと、観光というのは確かに福井の魅力もあるんでしょうけど、やはり県

人そのものが分かってない、福井のよさっていうか魅力があること自体分かってないっちゅうふうなこ

とが多いのかなと。そういった中で、観光との結びつき。シーズン、シーズンでの魅力、それを絡めた何

かイベントというか、そういうイベントっていうんじゃなくてそういう文化をつくれないのかなとかすごく

思ったんですけども。福井の四季の中において、それで訪れるといい場所もあろうかと思うんです、確

かに。水仙の時期であれば越前海岸とか歩きながらスイセン見てということもあると思いますし、とこ

ろどころであるんですけども、私自身もそれ分かってないんですけど、そういったうまく絡めたシーズ

ン、シーズンでの企画みたいなものも考えないといけないのかなというふうに思ってるところでござい

ます。そして、今までありましたように、平日の夜はまだ多少いけるんでしょうけど、本当に週末の夜と

なると、食べるとこすらやってないところが多いと、そういう実態はあります。そういった中で、観光客を

どういう風にしたらいいのかなっていうのは当然課題になるのかなとは思うんですけども、解決しなけ

ればいけないのかなというふうに思ってるところでございます。 

 以上です。 

○部会長 

ありがとうございます。 

 では、あとのご意見、もしこれだけはというのがまだありましたらお伺いしたいと思いますけど、よろし

いですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 はい。もしありましたら、また後でお時間まではお受けしたいと思います。 

 

（４）政策13「地域資源に関する政策」について 

○部会長 

 では、最後、13で、政策13について、また事務局から説明お願いいたします。 

○事務局 

 それでは、政策13「地域資源に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－３、７ページをお願いいたします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 
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 人々の価値観やライフスタイルの多様化が進むとともに、心の豊かさが求められる中、文化芸術活

動の果たす役割はますます大きくなっており、市民が気軽に文化芸術に触れ、活動に参加できるよ

う、人材育成や環境整備を図る必要があります。 

 福井の新たな魅力を発見、創出するため、文化、芸術、スポーツなど、これまで十分に生かされてこ

なかった地域資源を最大限活用した高付加価値型の産業や事業を創出する必要があります。 

 次に、現状データ集をご覧ください。 

 81ページ、文化指標の都道府県順位をご覧ください。 

一般社団法人日本総合研究所が発行している47都道府県幸福度ランキングによりますと、福井県

は６回連続で総合１位を獲得しておりますが、文化分野が低い順位となっております。特に、国際領

域では軒並み全国平均を下回る状況となっております。 

 82ページ、文化財の状況をご覧ください。 

 本市の代表的なものとして、一乗谷朝倉氏遺跡、大安寺、養浩館庭園などがあります。 

 また、令和３年３月に県内で初めて国の重要文化的景観として越前海岸の水仙畑、下岬の文化的

景観が選定されております。 

 資料６－３に戻りまして、８ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の地域資源に関する政策では、文化や歴史、自然を、郷土の誇りとして未来につな

ぎ、ふくいの新たな魅力を創出するまちをつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、市民が優れた文化芸術に触れる機会を創出するとともに、文化芸術活

動を支える人材育成の支援と環境整備に努めます。文化やスポーツなどの地域資源を最大限活用

するとともに、新たな魅力を発見、創出します。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 １つ目のキーワードは、つながる博物館です。コロナ禍を契機としてオンラインを活用した新たな情

報発信に取り組むケースが増加しています。本市においても、実際に足を運んでいただくとともに、オ

ンラインを活用した情報発信を行うことで、博物館の可能性を広げる必要がございます。 

 ２つ目のキーワードは、従来にはなかった形での組合せ、新結合です。今後の地方創生の在り方に

ついて示した地方創生2.0では、文化、芸術、スポーツなど、これまで十分には生かされてこなかった

地域資源を最大限活用した産業や事業の創出を目指すこととしております。多様な地域資源は、そ

の分野を越えて組み合わせることでポテンシャルを最大限に引き出すことができるとされております。 

 ３つ目のキーワードは、プレーヤーの発掘です。福井の新たな魅力を発見、創出するため、県や関係

団体などと連携しながら、まちづくりプレーヤーを県内外から発掘し、福井が誇る地域資源を生かし

た施策を展開し、投資などの拡大につなげる必要がございます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 政策13ですね。「地域資源に関する政策」ということで、今事務局から説明いただきましたが、ここ

のところでまたご意見お伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員 

 まず、文化芸術を支える人材育成というところで、すごい大事だなと思ってまして、ちょっとうちがスト

リートカルチャー協会という団体を運営しておりまして、こちらのほうは、文化というか本当にストリート

カルチャーという文化ですよね。最初携わって自分が思ったのは、すごいアートとか各分野の人たち

が一緒に連携したほうが、まさに新結合ですね、をしたほうが、スケボーが好きな子はスケボーしか来
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ない、ダンスはダンスしか来ない、一緒に結合することで、ダンスが好きな人がスケボーも知ってもらう

とかといって連携することで新しいプレーヤーとか新しいファンをつくるってとこはすごい成功したな

と。ただ、その中で、皆さんボランティアでやってらっしゃるんで、なかなか活動が続かないという課題

もあったんで、実は２年目からはもう全部収益化をするために、実はもう３回ほどやっていただいてま

すけど、少しでもお客さん減らずに、結局それで自分たちに福利回ってくるんで継続を続けて考えて

いくとか、あと習い事スクール、まなびサイトさんか、ああいうとこと連携して教室作ったりして収益化

を図りました。文化芸術を支える中でも収益化かというのをやっていかないとなかなか続かないとい

う現状があるんじゃないかなというのは思ってます。 

 また、環境整備というところで、特に、今日たまたま朝企画書作ってたんですけど、うちのほうでアウ

トドア協会という会をやってるんですけど、幾つかイベントを年に２回ぐらいやってるんですけど、実は

ちょっとマンネリ化してしまって集客ができない、新しいもうアウトドアのファンつくれないっていう状態

なので、それをまたストリートカルチャーとかいろんな障害者スポーツ、いろんな切り口があるので、そ

こを結合させて、新しい動機づけ、新しい間口で、じゃアウトドアに来た人はストリートカルチャーしても

らうというふうに連携した事業を今つくろうというふうに企画書をつくってまして、まさにこれも新結合

かなと思いますし、そういったいろんな間口でいろんな文化・芸術を知ってもらうような仕組みづくりと

いうのは、非常に僕はいいんじゃないかなというふうに思って聞いてました。 

 また、建技展という県の技術アマチュアの大会の事務局をやってくれないかと話があって、どうした

んですかって聞くと、活動はたくさん参加してくれるんだけど継続できないということで、ちょっといろ

いろと収益化の審査させていただいて、150万ぐらい収益化のほう審査したんですけども、そういった

とこはやっぱりお金がないから続けられないという状況があるのかなというふうに思ってます。 

 最後、まちづくりプレーヤーということで、弊社まさにそこが専門やっておりますけれども、やはりまち

づくりを、よくいろんな地域で言われるんですけど、うちの地域ってプレーヤーいないですけど、プレー

ヤーって居るんですかねって聞かれることが本当自治体さんが多いんですけど、実際いつもいるとい

う風にお伝えしていて、なぜかというと、やっぱり福井を良くしたいとか何か地域に貢献したいという

気持ちってほとんどの方が持ってらっしゃって、ただそれをどういうふうに行動していいのかという間口

がないんで、なのでそこをつくってあげることでチャレンジをして、そこで支援をしてあげる体制づくり。

まちづくりをしたことないけど、間口をつくってあげて支援したということがあります。そういった支援て

いうのが求められてるんじゃないかなというふうに思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。新結合って新しい言葉が出ましたけど、それによる仕組みづくり、そのために

はやっぱり間口づくりというか、まず入り口をちゃんとしてあげなければいけないということですね。 

 私は産業が専門なんですけれども、産業も何でこんな繊維産業とか眼鏡が何で福井なんだろうと

かそういうことをずっと調べていくと、どうしても歴史のところに絶対触れなきゃいけないので、それに

触れると、さっき言ってた継体天皇の時分まで遡ってしまうと。産業史やってて、歴史の勉強してたって

いうのが最近なんですけども、でも掘れば掘るほど福井のよさが歴史、それに基づく文化的なものが

伝わってきまして、興味が湧いてくるというところがありまして、そういった感覚をこの「地域資源に関

する政策」はそういった感覚を出してもらうような政策をつくれるといいなと思ってますけれども。 

 まだお時間ありますが、どうでしょう。 

 もしこの地域資源以外にももしご意見があればいただきたいと思いますが、どうでございましょう

か。 

○委員 

 ちょっと政策13のタイトルは「地域資源に関する政策」だったんで、結構広い概念かなと思ってたの
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で、ちょっと落とし込むのに時間がかかってしまいました。何かいろいろ考えていたんですけど、文化

芸術とかいろんなキーワードは出てきたのかなというふうには思うんですけど、先ほどの委員がもっと

もっと続けていきたいんだと、ちゃんと収入も得て、お金が回るってことは大事なことだなとは思うんで

すが、何か結局こういうとこにたどり着く一番最初のきっかけは、やっぱり市民の方一人一人が自分

のやってみたいことを一回やってみるみたいなことができるというか、そこに踏み出せるきっかけってい

うのがすごく大事なのかなという気がしてます。暮らしの中で自分がそうやってやりたいことをやる、そ

れが積み重なって、もう少し、じゃあいろんな人に見てもらうだとか、関わってもらうだとか巻き込んで

いくということにつながっていくかなとは思うので、なので何かそういう意味では、やっぱり日々の暮ら

しの延長っていうところにこういう地域資源というか、文化芸術というか、いろんな町の中の風景とい

うものがあるんだろうなという気はしています。 

 ちょっと具体的にはどういう政策があってという感じはあるんですけど、まず１つは、多様なライフスタ

イルみたいなお話があるんですけど、やっぱり福井市、行政としてやっぱりそういう多様なライフスタイ

ルを応援するよというような気持ちというのをぜひこの計画の中に何か分かるようなテキストっていう

のは入れていただきたいな。そういう多様なライフスタイル、やっぱりどんどんどんどん新しい価値観

が増えていく時代ではあるんで、何かそういったところを理解して政策に落とし込む自体はすごく時

間がかかることだと思うんですけれど、だから、そういう価値観、新しい文化をちゃんと一旦受け止め

ますよという、そういう姿勢というのは、この計画の中に入れていただきたい。何か住民の、市民の方

から何か突拍子もない提案であったり、こんなことやりたいっていう話があったときに、何かすぐそこに

予算つけれるか分からないんだけど、何かそういったいろんなライフスタイル、価値観を応援するよと

いうよりどころとしてこの計画があるみたいになるとすごくいいなと思ってて、なので、ちょっとまとまら

ないんですが、具体的な政策というよりは、そういう町として、そういう多様な文化、多様な価値観、多

様なライフスタイルを受け入れます、応援しますという話がこの中にぜひ盛り込まれると、すごくいろん

な人が勇気をもらえる計画になるな、その計画に基づいて、いろんな人がじゃあ自分のやりたいこと

をもう少し町の中でやってみよう、広げてみようという気持ちになっていくな、そんな話が出ると良いな

と思いました。 

○部会長 

 はい、よく分かりました。重要なことなんですよね。先ほどの委員から農林水産業も商工業も観光に

関係すると、みんなに関係してるんだよという話がありましたけれども、今の地域資源についても、ここ

の切り口で文化や歴史、自然ていう、そこら辺を知るということは、当然農林水産業から観光まで全

ての産業に通じることですし、それを知ること、関わりを持つことによって、もう一つちょっとリアルな面

ではこの総合計画でこの文化や歴史、自然に関するようなことをうたうことで、いろんなプロジェクト

が立ち上がったときに、この４番目のとこの政策13に結びついて、予算づけできるんじゃないかみた

いなことをちょっと思ったんですね。それのいい、今までの私たちの考えを具現化するための突破口を

この計画の中に入れ込んでいくことで、みんなこの計画に興味を持ってくれるんじゃないかなってこと

を感じました。そんな感じですかね。ありがとうございます。 

 ほか、どうでございましょうか。 

○委員 

 私、もともと福井出身じゃございませんで愛知県が故郷なんですけれども、福井に来て、こんなこと

言ったら大変失礼なんですけど、元気なお年寄りが大変多いなっていうのをすごく感じています。ちょ

っと人材育成って、本当は若い人が育って福井に根づいてもらうってことが一番大事なことだと思う

んですけど、シニアの活躍っていうのもすごく大事、観光産業全体で人手不足の中で、シニアの活躍

ってすごく大事じゃないかなって最近すごく痛感しております。例えば、ボランティアガイドさんというの
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がいらっしゃるんですけど、福井市はボランティアガイドに登録されてる方の数がもう県内でも飛び切

り多くて、３つ、４つ団体がいらっしゃって、恐らく100人ぐらいはボランティアガイドとして登録されてる

と思います。平均年齢は大体70歳ぐらいの方が登録をされていて、皆様、ボランティアでやっているこ

とに誇りとか生きがいを感じてらっしゃる方が多いですから、一概にそこでもって生産性が低いって切

り捨ててはいけないと思うんですけれど、一方でさっきもお話あったように、元気なお年寄りが活躍を

しながらも、一定程度やっぱり対価がもらえないと、今後の持続性っていう意味では非常に厳しいの

かなと思っています。65を過ぎて第２の人生に歩み出そうと言っている方々が一定程度の収入を得

ながらも、郷土の、ふるさとの文化、歴史っていうのは語り継いでいくためには語る人がいないといけ

ないですから、そういう役割でシニアの方が活躍できるような福井っていうのは何かすてきじゃないか

なと思いましたので、すごくもやっとした話で恐縮ですけど、お話をさせていただきました。 

○部会長 

 ありがとうございます。自分には差し迫った話で、シニアが活躍できる場所をつくってもらえるっての

はありがたいなと。シニアも特にやっぱり人間ですから、少しぐらい銭になるかなっていうようなことも

考えてしまいますので、そこら辺も少しクリアしていただくと、それで飯食うとかそういう話じゃなしに、

ちょっと小遣い稼ぎぐらいだったら可能ですよね。それとシニアが世間に出ていく、あるいはまた新し

いチャンスをつくってあげるという意味では大事かなと思いました。 

 まだ時間大丈夫です。どうでしょう。 

○副部会長 

 私以前まちづくり福井にいたときに、ハピテラスのイベントで揚げとか餅をテーマにしたイベントをや

ってたんですけども、これ意外に人が集まって、中には県外からも来てもらえるようなイベントで、特に

揚げとかは名古屋とか東京からも毎年来てる人もいるみたいなイベントになってきたんですけども、

今文化っていう中で歴史とか文化芸術みたいなところだけではなくて、実は福井って食文化もちゃん

とした文化としてあるんじゃないかなというようなことを感じてました。ちょっと僕が経験したそういう揚

げとか餅っていう文化で言うと、背景にはいろんな宗教的なものだったりっていうところで、見せ方が

すごく難しいなとは思うんですけれども、何かそういうちょっとほかにはない独特なものこそが本当は

文化なんだろうかと思うと、何かしら食文化っていうのを見せていけるといいんじゃないかなというよう

なことを思いました。おいしいという食だけではなくて、文化的な背景があるというところも具体的に

何か見せていけると、一つの立派な地域資源かなというようなことを思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。語れますよね、食事しながら。そういう食事すると。だから、いい、話のネタにも

なるっていう。 

そこら辺の歴史、文化にしてしまおうと、そして郷土の誇りにまでしてしまうということも大事ですよとい

うお話でした。 

 さあ、まだ大丈夫ですが、いかがでしょうか。 

○委員 

 先ほどどなたかがおっしゃってましたけど、地域資源という表現、ちょっと私も引っかかってるんです

けども、実は私はこれが一番大事な部分で、福井のこれからを考えたり福井の活性化を考える場合

に、やっぱり文化、歴史、自然、それから祭りを含めて、この辺が今風に言うとシビックプライドというと

ころにつながってきて、ここをしっかりしないと、やっぱり福井に若者が戻ってこないとか、福井で何か

新しいことをやるというものにつながっていかないと思うんですね。だから、単純に文化、歴史、自然と

いうよりも、その根っこにあるものは全て福井の郷土の誇り、シビックプライドにつながっていく、そして

それが新しい福井の動きになるんだということをやっぱり認識する必要があるのかなと思いました。 
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 以上です。 

○部会長 

 ありがとうございます。最後そうですね、人間ですからプライド持てないとダメなんで、そこに落とし込

むというか、そういう部分も必要だと私も思います。ありがとうございます。 

 どうでしょう、ほか。 

○委員 

 地域資源から１つ戻りまして観光に関しての話なんですけれども、自分は定期的に県内外のいろん

な観光スポットとか観光地に行ったりとかする機会があるんですけども、そういうときに、ふだんはグー

グルマップとかを使ってマイカーで移動するときとかは、ナビを見ながら移動するっていう感じのこと

が多いんですけれども、やっぱり行ったことがないとこですと、なかなか経路とかが分かってても道を

間違えちゃったりとか迷ったりとかして、所要時間がもともと立ててた予定よりも大分時間を要してし

まったりみたいなことが結構ありますので、特に福井市は越前海岸エリアとか福井駅前の町なかエリ

ア、そして一乗谷エリアっていうふうに結構分散してますので、なかなかマイカーとかバスで移動する

ってなると、結構、どれぐらい時間がそこまで着くのにかかるのかとか、経路がどういうふうな感じで

行くといいのかとか、バスでしたらどれぐらいの時間帯にバスがやって来るので大体どれぐらいそこ

の観光スポットで観光できるのかみたいなっていうのが結構分かるとすごく便利になるかなというふ

うに思いますので、そういう何か具体的な観光スポットに経路とか所要時間とか、あとバスの運行状

況とかを把握できるような観光のロードマップ的なものが分かりやすくあるとすごい観光客の方も効

率よく観光スポットを回っていけるので、いろんなところに回っていただけるっていう点ですごくいいか

なっていうふうに思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。そうですね、外から入ってきた人にも優しくならないといけないですね。 

 もうちょっとなんですが、最後どうでしょう、何か一言ありましたらお願いします。 

○委員 

 先ほどの委員もおっしゃってたシビックプライド、福井のプライド、これをもう一回市民が持ち直す。ブ

ランディングっていう言い方があると思うんですけど、これは外向きも大事ですけど、内向き、例えば

家庭とか会社とか、組織の中で愛着心とか帰属意識、誇り、こういったものを内向きの側でいくと、し

っかりと構築し直すっていうのがまず大事で、そこから一人一人が福井の営業マンになって外に向け

て働きかけて発信していただくというような感覚を醸成していくといいなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 最後、委員がまとめていただいたので、もうこれでいいなと思うんですが、今日は農林水産と商工業

と観光の３つの産業について、議論をしていただきました。それら３つは、最終的にはやっぱり地域資

源、文化や歴史、地域の文化や歴史、自然にうまく結びつけていって、それらをもう少し自分たちが郷

土に誇りを持つというところを表せればと。今回の総合計画では、今の10から13までの政策につい

て、いろいろ議論がありましたけども、最終的それは13のところで、まず関連性があって、すごい福井

には大事な産業だよというようなところで13に落とし込みできたらいいのかなというようなことを思い

ました。いろいろまだまだ議論はあると思いますが、今日ちょうど時間になってしまいましたので、今日

の議論はこれぐらいにしておきたいと思います。 

 では、あとは進行を事務局にお返ししたいと思いますので、よろしくどうぞお願いします。 

 

６．閉会 
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○司  会 

 南保部会長、ありがとうございました。 

 また、委員の皆様には、長時間にわたりご審議をいただき誠にありがとうございました。 

 最後に、次回の専門部会の開催日時についてご連絡をいたします。 

 次回は、10月９日木曜日14時から、先日全体会を開催いたしました上下水道局５階の大ホールで

開催したいと思います。委員の皆様には引き続きご出席いただきますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第３部会の第１回目の会議を終了い

たします。 

 本日はありがとうございました。 

（以  上） 
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